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１．はじめに 
 本工事は畦町地内に通水機能を整備するため，水道用配水

池（円筒形地上式プレストレストコンクリートタンク）を築

造するものである．本技報ではエアドーム工法（空気膜型枠）

を採用し，狭い敷地内での施工・工期短縮を図った配水池の

施工について報告する． 
 
２．工事概要 
 工事名：畦町配水池築造工事 
 発注者：宗像地区事務組合 
 工 期：平成 26年 5月 19日～平成 27年 10月 31日 
 構造形式：円筒形地上式プレストレストコンクリートタン              
      ク×2基 
 有効容量：Ve=3,100m3（一基あたり） 内 径：D=23.800m 
有効水深：He=7.00m 側壁高さ：H=7.60m  

 

写真-1 畦町配水池完成写真 

 
図-1 畦町配水池標準断面図 

３．配水池の施工 
3.1 底版コンクリート打設 
ピット部 188ｍ3のコンクリート打設を行った．ピット部を

含む2回打ち後に表面からの水分蒸発，初期のひび割れ防止，
被張現象の抑制のため仕上げ時にマスターキュアを散布した．

また保湿養生としてポリフィルムの張付けを行った（写真-2）． 

写真-2 ポリフィルム張付け状況 
3.2 側壁の施工 
側壁は，1 回のコンクリート打設高さを H=1.8m として生

コン車 2台，ポンプ車 1台にて 4回打設を行った．PC鋼材に
ついては鉛直方向：PC 鋼棒 φ23mm，円周方向：PC より線
1S21.8mmである． 
3.3 エアドームの施工（屋根部支承工） 
 膜材の取付前に屋根部支承（リングプレート及びアンカー

ボルト）の設置を行った． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2支承部詳細 
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写真-3 膜吊込み状況 
3.4 エアコントロールシステム 
エアコントロールシステム（一定内圧を維持できるようイ

ンバーターによる自動制御）を設置し，設定内圧は１次昇圧

として 1000～2000Paとした．最終的にはモルタル打設時（二
次昇圧）に 1800～2400Pa にて維持した．内圧は，コンクリ
ート打設後，所定の圧縮強度を確認して解放した． 
3.5 空気膜設置工 
センター架台の組立，屋根部支承材の設置を行った後に膜

材の展設を行った（写真-3）． 
工場でドーム形状に一体形成された膜材を作業半径を考慮

して 25ｔクレーンにて吊り下げ，配水池中央に設けたセンタ
ー架台から放射方向斜めに張り巡らせた展設用ロープ上を滑

らせるように広げ，側壁天端部のアンカーボルトで固定をし

た． 
空気膜の取付後，エアの送風を開始し製作形状まで昇圧した．

この膜材の応力緩和と形状制御を目的として格子状に補強バ

ンドを配置・固定し，所定形状まで昇圧した（写真-4）． 

 
写真-4 膜吊込み状況 

3.6 モルタルシェル工 
所定形状まで昇圧後，膜材とモルタルを一体化するための

アンカーピンおよびラス金網の緊結用の亜鉛メッキ鉄線を膜

材表面に取り付けた．接着剤の塗布後モルタル用のラス金網，

溶接金網を全面に配置してモルタルを打設した．モルタルは

空気膜の変形を考慮して偏荷重とならないように打設した．  

3.7 屋根コンクリート打設 
モルタル硬化後，内圧を保持した状態で屋根部のコンクリ

ートを打設した． 
3.8 内圧解放・完成 
屋根部コンクリートの強度確認後，内圧を解放した．内圧

解放後は，センター架台の搬出，内部足場の解体等の開口部

を設けるため，開口設置位置の膜材を切り取り，金物で裏当

てをして端部処理を行った． 
3.9 内面防食塗装工（配水池内部 JWWA K143） 
 内面防食塗装作業前に躯体の確認を行い，表面含水率が 8％
以下であることを確認し，サンダーで削って平滑に下地処理

し，ゴムベラまたは金ゴテで下塗りし，硬化後ローラーを使

用して中塗り，ピンホール等の確認を行って，ローラーを使

用して均一にムラのないように塗布した． 
3.10 外面吹付け塗装工・屋根防水工 
 塗装・防水工の作業条件として降雨が予想される場合，下

地が未乾燥の場合は作業をしなかった．段差等はサンダーで

平坦に仕上げを行い，手摺・螺旋階段等を養生して行った． 
 
４．まとめ 
 エアドーム工法の特徴として 1.防蝕対策，維持管理が不要
（ドーム裏面に固着残存する膜材に塩化ビニール樹脂がコー

ティングされているため従来の現場施工による防蝕対策を必

要としない）2.安全性の向上（型枠支保工を必要としないこと，
作業床の設置や開口部からの墜落の危険性が少ない）3.労働力
の削減（従来の型枠及び支保工の組立解体作業に際しては，

熟練した鳶工，大工を必要としていたが，エアドーム工法で

はそのような労働力の問題を改善できる）4.工期短縮（型枠，
支保工の組立解体作業及び防蝕工事がないので，従来工法に

比べ工期が大幅に短縮できる）5.狭い敷地での施工が容易（従
来では型枠及び支保工に使用する膨大な量の資材のために，

その仮置場としての広い敷地を必要とするが，エアドーム工

法ではそのための敷地を必要としないので，敷地の有効利用

や，より狭い敷地での施工が容易）6.環境に優しい（型枠材と
して合板材を使用しないのと，仮設の廃材が発生しないので

省資源で，環境に優しい工法である） 
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